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⑴01肋]車の丑し機構（極低速ギヤ）を廃止し、車とした0ぼ/丁、3/共）

⑵NA — £№1エンジンを搭載した2^0丑〇\^車を新規採用した。これに伴い、キャブレータの車を 

廃止した。

(3) 丑〇マ丁

① 電磁クラッチのコイル位置をドリブン側からドライブ側に変更した外コイルタイプの電磁クラッチを採 

用した。

② プライマリおよびセカンダリプーリをドミンゴ用と共用イ匕した。

③ オイルポンプの形伏を一部変更し、用と共用化した。

④ 自動調整機構付のコントロールケーブルを採用した。

⑤ エンジンリヤプレート形伏や電磁クラッチとドライブプレートとの締結方法等の変更により、車両から 

のミッション（丑〇マ丁）単体脱着を可能にした0

⑥ アクセル開度スイッチを廃止した0これに伴い、スロットルセンサの開度信号入力を追加した。

⑦ ストール回転数の^^習制御機能を追加した。これに伴い、ストールテスト方法を変更した。

(4) フロントデファレンシャル取付ブラケットの断面形式を変更し、軽量化をはかった。
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3— 1 マニュアルトランスミッション

國仕様
ノ

“01ぉ”]\1丁 4衝車のぢし機構（エキストラロー：極低速ギヤ）を廃止し、5；\1丁車とした。これに伴い、 

ランスミッション型式を変更した。

く仕様〉

\ ^ @

11 @ \

2观 5/1 4衝 4^0

5歐 丑乙十5^ 5歐 5^

敝
(キャブ）
V £№1 /

^0
(丑廳）

似
(キャブ、丑廳） (丑廳）

似
(巳腿）

隐
(丑刪）

// デフロック付 デフロブク0
フリーホイール
アクスル付

〆 デフロック0 
フリーホイール
アクスル付
/〆〆

トランスミツ 
シヨン型式

顶601 很601 嘗601 顶601 顶601
8八400

谓601 頂601
88200

^601
0入5仙

丁丫601 丁丫601

変

速

比

5.888 〆

151 4.090 〈- ぐ-， 《—

211(1 2.470 — — ぐ一 -4— く一

31X1 1.615 <—7

4111 1.125 ^— 〈— —

5111 0.861 <— ぐ圓.

只6ソ 4.166 5.866 — —

トランスファ 
ギヤ比

〆〆 0.269 0.270 0.269 0.270

ファイナル
ギヤ比

6.500 6.166 6.500 6.166 6.500 6.166

スピードメー 
タギヤ]:匕 6.000 - 5. 600 6.000 — 〈— 5.600 6.000 5,600

使用
オイル

タイプ スバルギヤオイルェクストラ75/80 (〇乙 一4)

量⑵ 
0：交換時

約2.0
(約1. 9)

約2.3
(約2.1)

約2.4
(約2. 2)

約2.3 
(約2.1)

約2.4 
(約2. 2)

約2.1 
(約1. 9)

約2.2 
(約2. 0)

—

〔注記〕心/丁：セレクティブ、卩/下：フルタイム

，交換時油量は、暫定量のため、給油口にて必ず確認すること 〇

オイルレベル 給油プラグ穴 
下面まであること

オイルレベル

，給油プラグ穴
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マニュアルトランスミッションー構造.作動

構造.作動（4\^0 5^丁)

3/^4界〇 (1^601型）および、ド/丁 4界1) (丁丫601型）の51^丁トランスミッションを追加した,

く構造〉
(1) クラッチハウジング

従来車の4…〇用クラッチハウジングに対し、リバースアイドラシャフト軸受部の加工およびシフタリ 
バースレバー支点用の穴加工を追加したものを新設した。

(2) メーンケース

従来車の2界〇用メーンケースに対し、リバースアイドラシャフト軸受部位置を変更したものを新設した。
(3) 上記以外のサイドケースおよびメーンシャフト、ドライブピニオンシャフト、リバースアイドラシャフト 

まわりの変速機構は従来車の2雪用トランスミッションと同じである。
また、トランスファ、エクステンションまわりは、

従来車の4界〇用トランスミッションと同じである。

エクステンション

く整備要領〉
分解、組立、点検等については、既刊のサ 

ンバー660整備解説書を参照して下さい。
また、車上点検や車両からのトランスミッ 

シヨンの脱着についても、上記整備解説書を 
参照して下さい。

ビスカスカップリング

ドライブピニオンシャフ トランスフ7シャフ

、デフ7レンシャル

メーンシャフト

リバースアイドラシャフト
クラッチハウジング
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3-2 10 V 丁

國概要，仕様

ぐ主な変更内容〉
⑴NA —£№1、車（2界〇)を新規採用した。これに伴い、キャブー圮〇マ丁車を廃止した。
(2) 電磁クラッチのコイル位置をドリブン側からドライブ側に変更した。
(3) プライマリプーリおよびセカンダリプーリを変更し、ドミンゴ用と共用化した。
⑷オイルポンプの形状を一部変更し、胃〇用と共用化した。
⑸自動調整機構付のコントロールケーブルを採用した。
⑹上言己変更に伴い、トランスミション型式を変更した。

く仕様〉

車種

項目 ^

狐一丑歷 50 - £№1

2界〇 2^0 2聊 卩/丁 4^0

一般 一般 赤帽 一般

トランスミシヨン型式 丁腦1廳处 丁丁401卿仙

电
磁
ク

ツ
チ

型 式 ダンパ内蔵コイル回転式

定格トルク/消費電力（让2— 爪/^) 10. 2/4.0 13.6/4.0 く.一 ぐ-

消費 電力 ⑽ 36.4 — ぐ，，

電磁 粉 量 （2) 42 ^—

重 量 （故） 8.7 9.1

制御 方法 マイクロコンピュータ制御

卜

ラ

ン

ス

、

ッ

シ

3

ン

前進，後退切換機構 シンクロメッシュ式ドッグクラッチ

オイルポンプ
型 式 外歯式インポリュートギヤポンプ

駆動方式 エンジン直結駆動

変速比（プーリ比）
前 進 2. 503 ^ 〇. 497

後 退 2.530

減速比

プライマリ

リダクション

前進 1.414 1.203

後退 1.384 1.178 ^—

セカンダリリダクション 1.615 1.615 ^— ^—

ファイナル 5.384 ^—

セレク

卜機構

方 式 ケーブルによるダイレクトシフト

位 置

？:出力軸固定、エンジン始動可能
-只：後退

以：変速機中立、エンジン始動可能
0 :前進、無段階自動変速
〇5:前進、無段階自動変速（スポーティレンジ、エンジンブレーキ）

スピードメータギヤ比 5.000
卜ランスフア

減速 比
ヘリカルギヤ 一 一 一 0.271

ベべルギヤ 一 一 一 0.947

使
用
才
イ
ル

潤滑 方式 オイルポンプによる強制圧送

，指定 オイル スバル五〇ソ丁フルード

油 量（幻 2. 7〜3. 0 — 3. 9〜4. 2

冷却 方式 オイルクーラ
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E 0 V 丁一車上点検

[1]車上点検

——ストールテスト------------------------------------------------------------------- --------------------------------------------------

ストールテストは、〇レンジでストール伏態のエンジン回転数を測定することにより、トランスミッション内 

部のベルト、プーリおよび電磁クラッチ等の作用を診断する方法であり、この診断をより向上させるため、ス 

トールテストの方法を変更した。

くテスト前の準備〉
エンジンオイル、冷却水、ぉ〇マ丁フルードについて点検し、充分に暖機運転を行った後にテストを実施する。

くテストの手順〉
⑴エンジン回転計を運転席から見える所に設置する0 

⑵則後輪に輪止めをして、さらにパーキングブレーキを引く。

(3)エンジンを始動し、セレクタレバーを「〇」レンジにセットする。

⑷左足でフットブレーキを強く踏んだまま、右足でアクセルペダルをゆっくりと全開まで踏込む。

⑸

⑹

⑺

エンジンが一定回転に安定したら、その時の回転数（ストール回転数）を素早く（5秒以内）読みとり、ア 

クセルペダルを全閉に戻し、5秒間休む0

上記（5)項のテストを5回繰返し行い、5回目の回転数をストール回転数とする0

セレクタレバーを11^」レンジに入れ、アイドリング伏態で1分間以上冷却する。

ストール回転数基準値 全車 230011)111以下
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E〇V 丁一車上点検

-------- コントロールケーブル---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

自動調整式コントロールケーブルの採用に伴い、点検方法を変更した。

く点検〉

(1)スロットルボディ側全開時にトランスミッション側も全開になっていることを確認する。調整不良の場 

合は、走行性が悪化することがある。

⑵スロットルボディのスロットルバルブが全開、全閉になることを確認する。

⑶スロットルバルブ全開時、コントロールケーブルに遊びが大きくある場合は、コントロールケーブルを以

下の手順で調整する。

① コントロールケーブル再調整用のロックプレートをケーブル軸直角方向に押し、スライダをトランスミ 

ッション側へ動かして再セットする。この時、コントロールケーブル自動調整部の“乙”寸法を2111111以下 

にすること。

② スロットルボディのスロットルバルブを手でゆっくりと全開にして調整する。

この時、コントロールケーブル自動調整部のスライダが“カチ、カチ”と音をたててスロットルボディ側 

へ移動することを確認する。

くコントロールケーブル自動調整部〉

-------- フフツチ---------------------------------------------------------------------------------------------------

く点検〉

(1)アイドリング状態で電磁クラッチから異音がしないか点検する。

注意

異音がする場合はクラッチべアリングを点検し、必要によっては交換すること。

⑵アクセルペダルを軽く踏んで、車両がスムーズに発進するか点検する。

⑶車速が201011/11以上の状態で急加速した場合、クラッチが直結になることを確認する。

⑷ “0” レンジでストール回転数が23001^瓜以下であること。

201011/れでクラッチが滑り放しであったり、“〇” レンジでストール回転数が230011>111以上である場合に 

は、電磁クラッチの交換が必要である。
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E〇V 丁一車上点検

——ブラシホルダ-----------------------------------

く取外し〉
(1) 車体をリフトアップさせる。.

(2) ブラシホルダのハーネスコネクタを外す。

⑶ブラシホルダカバーの取付けボルトを外して、 

ブラシホルダを引き出す0

注意

ケースよりブラシホルダを取出す際は、ブラシ 

を折損させない様にする。

く点検〉
12ヶ月毎に、次の項目について点検し、異常の有る 

場合はこれを交換する。

⑴ブラシの先端が摩耗限界マークに近づいていな 

いか。

⑵各ボルトの弛みがないか。

⑶ブラシの摺動面に損傷がないか。

(4)ハーネスとターミナルブラケット、およびボル 

卜.ナットとの間が絶縁状態であること。

注意

-摩耗限界は次の点検時迄の摩耗も考慮に入れ 

ること。

参ブラシの摺動面に傷の有る場合は、スリップリ 

ングも点検すること0

，ブラシは不必要に指先で上下に動かさないこ 

と。

く取付け〉
取付けは取外しの逆手順で行う。

締付け部 締付トルク

ブラシホルダ取付ボルト 6,9±0,5ル〇1〔0.7 ±0.05X21〕



日〇ソ丁一 日07丁（単体）脱着

[2] [〇ソ丁（単体）脱着

(注）電磁クラッチの外コイル化に伴い107了単体の脱着作業が可能となった。

國整備作業準備品

51
28099ぞ人100 ドライフシャフトリムーバ リヤアクスルシャフト

922650000 トランスミツシヨンハンガ 小型チューンブロックの吊り上げ

丁 3

エンジン受台（木製、デイ-ラ”にて觸作) エンジン、トランスミッシヨン昇降

車体昇降用オートリフト 車体の昇降

トランスミッシヨンジャッキ トランスミッシヨンの支え

油脂 10^了フルード 20ダ了フル—ドの摘充

圓整備要領

取外し
X :締付トルクN.111〔1^ — 111〕

く 2糊0‘の場合を記載〉

(1) 車体を2柱リフトにセットする0

(2) バッテリ㊀端子を外す。

(3) リヤバンバを外し(12X 4ケ所）リザーバを緩める。

(4) トラップドアを外す。

くリフトアップ下記作業を行う。〉

(5) ダイヤゴナルメンバを外す.

(14X2ヶ所)，(10X1ヶ所)

(参考）㊀ドライバ犬を下にあてがいテコとして使用。

(6)マフラカバー（只)、ベロー^カパーを外す0

(7)ェキゾーストカバー（只）を外す0 

(12X7ケ所）

(8) エキゾーストマニホールドとベローズ固定ナッ

卜を外す。（14X2ケ所）

(9) ベローズカバーぼ）を外す。

(10) エキゾースト温度センサコネクタを分離し、セ 
ンサハーネスクリップを外す。
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£0ソ丁一日〇ソ丁（単体）脱着

(11) マフラクッション（前）を外し、クッションを外

す。（12x2ケ所）

(12) マフラカバー固定ボルトを外す。（12x3ケ所）

(13) マフラクッション（後）の左右を外す。

(12x2ヶ所）

(14) マフラカバーのアースを舛す。

值八芒減朽車は無し）

(15) マフラ、マフラカバー八33丫で外す。
计，打^^^^，' :

(16)スプラシュガードぼ1)及び（只）を外す0
祭豢蠓 伊1)は4—0車のみ

(17) 4\ダ0— 五〇マ丁車の場合はプロペラシャフトを

取外すこと 〇

(18)アクスルシャフト左右を（^)を使用して分 

離する。

^813
名称 部番

ドライバーシャフトリムーバ 28099ド焱100

(19) ステフナ外す。（12x2ケ所），"…4界1)車のみ

(20) ホイールハウス泥はねカバー（№1のみ）外す,

(10X2ケ所）

(21)クラッチダストカバーを外す。（10X5ケ所)

(22)クラッチとプレートの固定ボルトを外す

(12x3ケ所）

〇

313 土 2*9 
13は5 土0.3〕

(23) リフトダウンする。

(24) エアクリーナー（10X3ケ所)、ホース3本、ダク 

卜2本を舛す。
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507丁一607丁（単体）脱着

(34)丑077オイルクーラホースを分離する。必ず漏

れ止めをすること

(35)スロットルプロテクタを外す。（10X2ケ所)

(36) アクセルケーブル6只11了を外す。倒八一腿?1は

脱着せず）
(37) ケーブルを外す。

注意 ^必ずストッパをしておくこと

(25) インヒビタ3评のコネクタ及びブラシの 

コネクタを分離する。

(26) 芯〇^丁ブラシホルダーを外す。（10X2ケ所） 

(注）ブラシを損傷させないため外す。

(31)セレクトケーブル目玉側クリップを外す。

(32)スタータを外す。（14X2ケ所)

(33)スピードメータケーブルを外す。

(27) スタータのコネクタを分離し、スタータハーネ 

スを外す。

(28) 101^1左03ソレノイドコネクタを外す。

(29) 丑〇ダ了左回転センサのコネクタを外す。

(30) セレクトケーブル31^1：を外す。（12x2ケ所) 

(注）尺レンジでピンを差込んでおくこと。
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[〇ソ丁一日〇ソ丁（単体）脱着

(39)リヤマウンティングのサス，クロスメンバ固定

ボルトを外す。（14x2ケ所）

(43)リヤマウンティングを外す。（14x4ケ所)

(38)エンジンをサポートする。

エンジンをガレージジャッキで支持する方法で

なく ¢21) 922650000又は市販工具でエンジンを 

支持しミッションジャッキで下ろす方法で実施し 

た。

く参考〉エンジンサポートブリッジ

(市販工具（株）バンザイ製迟38

フック部
十8. 8

81,8-4.9 
—1 +0. 9 
X (8.3-0.53

(42)ド1；マウンティングを外す。（14 X 5ケ所)

+ 8.8 
61*8 — 4.9 

+0.9 
IX 3 — 0.5〕

(40) リフトアップする。

(41) ミッションジャツキをセットする。

(44) ミッションとエンジンの結合ボルトを外す。 

(14X3ヶ所)、（10X1ケ所）

(注）ヱンジンとクロスメンバ間に木片を挿入し当 

り止めを行う。

(45) エンジンとミッションを分離する。

注意

，電磁クラッチがドライブブレートに残ってしま 

うと外せないのでに残し外す。

又電磁クラッチの脱落に注意する。

國取付け
取外しの逆手順にて行う。
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E0VT—電磁クラッチ構造，作動.点検
麵丨111丨丨1「.1卿晒.11.1.丨圆画㈣咖，卿酬赚1咖11111111層晴嶋劃.剛—~利|丨丨，，侧晰麵，丨麵丨"丨，幽晒丨丨丨—翻丨丨一卿…   丨丨丨丨丨細㈣丨瞻麵.謂咖―—   .... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 丨丨丨

[3]電磁クラッチ 圔構造.作動.点検

電磁クラッチのコイル位置を従来率のドリブン側からドライブ側に変更した外コイルタイプの電磁クラッチ 

を採用した。また、クラッチの定格電流は40八である。

〔参考〕従来車

ぐ点検〉
(1)スリップリングまわりのグリース付着状態とベアリングの円滑さを点検する。グリースが著しぐ流出し 

ていたり、ベアリングにゴッゴツ感がある場合は、クラッチを交換する。

⑵単体導通テスト：電磁クラッチのスリップリング間の導通をテスタで点検し、1〜30の抵抗値を示せば良

好。導通がない場合や抵抗値が極端に小さい場合は、クラッチを交換する。

⑶絶縁テスト：スリップリングと電磁クラッチ本体（アルミ部）間の導通をテスタで点検し、導適のある場 

合はクラッチを交換する。

(4)スリップリングの外周部を清掃し、スリップリンダの損傷を点検する。

-点検または清掃時、スリップリング部に傷をつけないこと。

-電磁クラッチ本体の保管時や運搬時はスリップリング部を上か、横にして行う。

，電磁クラッチに衝撃を与えないこと。

-電磁クラッチ保管時、スリップリング部に油、グリース、水などが付着しないようにする。

^電磁クラッチ単体でのスチーム洗浄はしないこと。
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[〇ソ丁一電磁クラッチ構造，作動.点検

八部を従来車に対して、短かくした。（一4臟)

ブラシホルダ締付トルタ：9 土 0,㈣，1X1〔0コ±0, 05故-瓜〕

—ブラシホルダー~~——一- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -一一一^~—一一—一一一——一一一一一一一一一

ブラシホルダのブラケット材質を金属から樹脂に変更した。また、電磁クラッチの外コイル化に伴い、ブラ 

シホルダ本体の長さを変更した。
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日〇 7丁一丁840型.丁丁40型構造.作動

[4] 丁840型（2〜0)、丁丁40型沪/丁 4^0)国構造づ乍動

::::：.誦響！！
'-….〆’ ':し

:.、趣轉

^^5： ^ 一

オイルポンプふガスケット

オイルポンプを^1^10用と同じにし、共用化をはかった。これに伴い、オイルポンプの一部構造変更、シャ 

フトの長さの短縮（一611101)およびガスケットの形伏変更を行った。

くオイルポンプ〉 くガスケット〉

ビトーパイプ 
用の穴

〔参考〕従来車〔参考〕従来車

一不イルポンプシャフトー---------------------------------------- -—— ----------一一——~-

オイルポンプの変更に伴い、シャフト全長を従来車に対して長くした。(+0111111)

全 長

一 1拿 一—一…- 4！―……^，什
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6 0ソ丁一丁840型，丁丁40型構造.作動

オイルボソプ取付面 
(形状変更)^^^

サイドケース

オイルポンプ変更に伴い、サイドケースオイルポンプ取付面側の油圧回路を変更した。また、ピトーパイプ

位置決め用のリブを追加した

ピトーパイプ

オイルポンプ変更に伴い、ピトーパイブ形伏を変更した。

従来車のピトー 

パイプに対し、八 

部の角度を大き 
くした。

パ:':'.:.:':.''':.:::::::;:
::::霉炎;:ミ::'--；ソノ、'，..’.',,'-----'

ビトパイブ

ーコントロールケーブル----------------------------------------

コントロールケーブルは、自動調整機構付を採用した。
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E 0ソ丁一丁840型，丁丁40型構造.作動

プライマリプーリ八33丫

プライマリプーリのシリンダ径を大きくし（右図 

八)、ドミンゴ用のプライマリプーリと共用化をはか-

た

セカンダリプーリ六33丫

(1) セカンダリプーリのシリンダ径を大きくし（右 

図、八)、ドミンゴ用のセカンダリプーリと共用化 

をはかった。

(2) リダクションドライブギヤの形状を変更し、ド 

ミンゴ用と共用化をはかった。

(3) セカンダリニードルレースの巾を拡大し、 

7！マ10と共用化した。

草達センサ

従来車のハーネス付車速センサをセンサ本体とコネ 

クタを一体にしたコネクタ直付けタイプの車速センサ 

に変更した。

尚、センサ本体の構造は、従来車のものと同じであ

る。
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日0ヮ丁一丁840型.丁丁40型構造.作動

—ドライブプレート ----------------------------- 一...... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ............. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .................................. ——-――鴨-——一-------- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -一一一 --------- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ---------

電磁クラッチの変更に伴い、ドライブプレートの形状を変更した0また、以八、30エンジン用を統合し、1種 

類にした。

—エンジンリヤ：/レート—---------—------ --------―一" ------- ---------- 画帽咖瞳卩丨||丨1零|け"-麵 ------- ----------—------

トランスミッション（ぉ〇マ了）の整備性向上化（車両からの単体脱着）に対応するため、エンジンリヤプレー 

卜の形状を変更した0

〔参考〕従来車



6 0ソ丁一丁840型.丁丁40型構造.作動

攀麟影 ，薬
戀戀繼敵:::屬

:.:觀

フライホイールハウジング

ノ、
エンジンリヤプレートの変更に伴い、フライホイール 

ウジングを新設した。

二:一濟賴》：麵

勤纏

------ トランスミッションハーネスステー--------- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

車速センサのコネクタ直付け化に対応するため、車体 

ハーネスのクランプを取付ける穴をステーに追加しし
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6 0 7 丁一整備要領ーオイルポンプ众33丫

圓整備要領（1)オイルポンプ八33丫

——組立て 一~一一   -------—-------- -

ピトーパイプの変更等に伴い、オイルポンプ八88了

をサイドケースに組付ける場合の整備要領を変更し 

た0

(1)サイドケースオイルボンプ取付面側のピトーパ 

イプ00^ぞ1に揷入されたストレートピンをサイ 

ドケース内側のリブ（ストッパ）にピトーパイプ

が当るまで左に回す。

注意

サイドケース内側のリブは、ピトーパイプの位 

置決め用のストッパであり、回す時、過度の力 

をかけないこと。（ピトーパイプ破損防止）

翁ストレートピンの方向を合わせないままオイル 

ポンプ了を組付けるとサイドケースやオイ 

ルポンプ八33？を損傷させるので注意する。

(2)サイドケースにオイルポンプガスケットを取付 

ける。

注意

(3)オイルポンプ八58丫を外周0リング手前まで挿 

入し、オイルポンプ八33丫取付ボルト（3本）で軽 

く締付ける。

編!^!
，外周〇リング、ボルトの〇リンダは、新品を 

使用する。

镛オイルボンプ八337組込み時、外周の0リン 

グを傷付けないよう注意する。

⑷オイルポンプ八33丫をプラスチックハンマで軽 

く叩きながら奥まで挿入し、ボルト（0リング付) 

を締付ける。

取8±0,5！^，茁〔1.2土〇. 051^-1X1)

ぐ注言己ン

① オイルポンプ部品（ギヤセット、ポンプカバー、 

リブルケーションスプリング等）は補用品設定が 

ないため、新品に交換時はオイルポンプ八33丫で 

行ぅ。
② シールリングの組付け

オイルポンプシャフトへのシールリング組付け 

は、特殊工具.シールリングガイド！!を使用して
/一 鳞

仃つ。
0X1

499305600シールリングガイドII

0^0用）

オイルポンプガスケットは、必ずサイドケースに 

取付け、オイルボンブ八88了には取付けないこ 

と。
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日〇VI—整備要領プーリアライメントの調整要領

(2)プーリアライメント調整要領

調整

プーリアラィメント調整要領について変更した。 

プーリアライメントの調整は、プライマリプーリの溝 

中心（ベルト中心）とセカンダリプーリの溝中心（ベ 

ルト中心）を一致させるために行い、セカンダリプー 

リ側にシムを入れて調整する0

くプーリを交換した場合のプーリアライメント調整
要領〉
(1)サイドケースに付着した油脂等を清掃し、さら 

にオイルストンで合わせ面をみがき、特殊工具.ス

タンド0〇1^しにセットする 0
「5丁】499935600トランスミッション

スタンド00^乙

「5丁】498455500トランスミッション

スタンドアタッチメント

(2)サイドケースに特殊工具.ゲージをボルトで固 

定する。’
499575900ゲージ

ダれ，ごあ0,

〇
〇/;

(3),寸法測定

特殊工具.ゲージ上面から、サイドケースのプライ 

マリプーリ側ベアリング受け面までの深さ（し） 
とセカンダリプーリ側べアリング受け面までの深 

さ（し）を、おのおの4か所の穴より特殊工具.デ 

ィプスゲージで測定する0そして、この4か所の 

平均値を取る。

5丁） 498145400ディブスゲージ

し口 し3

；淡!欲^圖後％.※欲欲欲?

「く

ゾ詹ガ4：欲.

农

⑷シム厚さを選定するための計算式

「1:入 -3 ~ (レし)--24. 676 I

1：:シム厚さを選定する値

入:プライマリプーリ記載寸法

(プライマリプーリ本体に記載されている小 

さい方の数値）

3 :セカンダリプーリ記載寸法

(セカンダリプーリ本体に記載されている数 

値）

し户：ゲージ面からプライマリプーリ側べアリン 

グ受け面までの深さ〔(3)項での計測値〕

し3 :ゲージ面からセカンダリプーリ側べアリン 

グ受け面までの深さ〔(3)項での計測値〕

24, 676 :定数

⑸計算値により、下表からシム厚さを選定し、セ 

カンダリプーリ側べアリング部に挿入する。）

計算値：1； 部品番号 シムの厚さ（111111)

〇〜0. 025 一 0

〇. 025〜0.075 324611^000 0.05

〇. 075〜0.125 803054021 0.10

〇.125〜0.175 32461副10 0.15

〇.175〜0.225 803054022 0.20

〇. 225〜0.275 324611^020 0.25

〇. 275〜0.325 803054023 0.30

〇. 325〜0.375 324611^030 0.35

〇. 375〜0.450 803054024 0.40

〇. 450〜0. 550 803054025 0.50

〇. 550〜0.650 803054026 0.60

3 — 20



日〇ソ丁一整備要領プーリアライメントの調整要領

—調整

くサイドケースのみを交換した場合のプーリアライ 

メント調整要領〉
(1)新旧のサイドケースについて、前項（1)〜（3) 

と同様な方法で、サイドケースのプライマリプー 

リ側べアリング受け面までの深さ（下図レ)、およ 
びセカンダリプーリ側べアリング受け面までの深 

さ（下図1^)を計測する。

レ “ (^3X3 499575900
1 1 ク—

(2)シム厚さを選定するための計算式 

1^0 —し 1^3 I

レニ計算値

乙〇ニプライマリプーリ側べアリング受け面までの 

深さ

しニセカンダリプーリ側べアリング受け面までの 

深さ

計算は新旧両方のサイドケースについて行い、 

旧のサイドケースの計算値をし1 

新のサイドケースの計算値を1^2 

とする。

(3)シムの選定

計算値がプラス（十）になるよう（し01—1^2)ま 

たは（1^2— し01)のどちらか一方の式を使い計算 

する。

この計算結果により、下表からシムの厚さを選定 

する。

-(乙〇2-レ1)で計算した場合

ケース1 0ミ1^2 -く〇. 025の時

旧のサイドケースのセカンダリプーリ側に使用されてい 

たシム（以下旧シム）と同じ厚さの新しいシムを使う。

ケース2 〇. 025$ レ2— レ1 く〇. 075の時

旧シムより0.05薄い新しいシムを使う。

ただし、旧シムが0.05の場合は、シムを入れる必要はな

い。

ケース3 〇. 075$ 1^2- 乙。1 く 〇.125の時

旧シムより0.1薄い新しいシムを使う。

-(^1-で計算した場合

ケース4 0$ 1^1 -1^2 く 0. 025の時

ケース1の場合と同じ。

ケース5 〇. 025$ し〇1—レ2 く〇. 075の時

旧シムより0, 05厚い新しいシムを使う。

ケース6 〇. 075$ 1^1 —1^2 く 〇.125の時

旧シムより〇.1厚い新しいシムを使う。

，シムの厚さ

部品番号
シムの厚さ 

(111111)
部品番号

シムの厚さ 

(111111)

32461漏00 0.05 803054023 0.30

803054021 0.10 32461弘030 0.35

32461^010 0.15 803054024 0.40

803054022 〇. 20 803054025 0.50

324611^020 0.25 803054026 0.60
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[〇ソ丁一整備要領クラッチハウジング八33丫

(3)クラッチハウジング八33丫

組立て

クラッチハウジングにオイルシ 

の圧入方法について変更した。

特殊工具.オイルシールドリフトを使用して、

クラッチハウジングのリブの頂部とオイルシール端 

面間の寸法IX」が22. 5±0, 25111111になるようにオイ 

ルシールを圧入する0

3丁

注意

498415600オイルシールドリフト

オイルシール圧入完了時（乙= 22. 5111111)、特殊 

工具.オイルシールドリフトの段付部とクラッ 

チハウジングのリブの頂部とのすき間は約 

1111111であり、この値を目安に圧入するとよい。 

寸法確認はノギス等を使用して行うこと。 

オイルシールが傾いて圧入されていないことを 

確認する

クラッチハウジング

(注）ぢ〇マ了本体の分解、組立て、点検、調整等について、既刊のサンバー660整備解説書を参照して下さい。
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日〇^—電子制御システム概要

[5]電子制御システム 圓概要

電子制御システムに関し、従来車との変更点を下表に示した。

また、トラブルシューティングについては、別冊の「電子制御装置トラブルシューティングマニュアル」を参 

照して下さい0

し砸点〉^一-.一^ |

項 目 変更 内容 |

1アクセル開度スイッチ 廃止した。アクセル開度は、次項のスロットルセンサで判断する。 |

スロットル開度信号の入力を追加した0また、基準電圧としてのスロットルセ 
ンサ電源の入力も追加した0
これに伴い、自己診断機能にスロットルセンサ信号系異常、スロットルセンサ基 
準電源系異常およびセレクトモニタ機能にセンサ基準電源電圧、スロットル開 
度信号電圧を追加した。

1クラッチ電流出力回路 過電流制限回路を追加した。 I

クラッチ保護制御
従来車のコイル温度のほかに、作動面温度も推定し、保護制御を作動させる。 
(クラッチ保護制御の強化）

1ストール回転数の学習制御 ストール回転数の学習制御によりストール回転数のバラツキを縮小化した。 |

電磁クラッチの構造変更

電磁クラッチのドリブン側にコイルがある内コイルタイプ（従来車）からドライ 
ブ側にコイルがある外コイルタイプに変更した。これに伴い、電磁クラッチの 
定格電流を3. 5入（従来車）から4. 〇八に変更した。

ブラシホルダブラケットの

機変更

ホルダを固定するブラケットの材質を金属から樹脂に変更し、ブラケットとホ 
ルダを一体化した0また、電磁クラッチの変更に伴い、ホルダ本体の長さを変更 
したので、新旧の互換性はない。 |

車速センサ
コネクタをセンサ本体と一体にしたコネクタ直付けタイプに変更した。
(従来車はリード線付タイプ）

1 1 1

； 泰 1

|| 9 I
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日〇V 丁——電子制御システムシステム全体図

國システム全体図
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6 0 V 丁——電子制御システムシステム構成表

國システム構成表
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國入出力電圧値

日0 V 丁 一電子制御システム入出力電圧値

系 統 測 定 条件 電圧値〔V〉

アクセル開放時 約0

スロットルセンサ
アクセル踏込み時

(開度の増加に伴い、電圧は上昇する）
〇〜4.5

電源電圧 約5.5

車両停止時、端子間電圧 0

車速センサ 車両301011/11時、端子間電圧 人0レンジ
(車速の増加に伴い、電圧は上昇する） 2，祝以上

イグニッシヨンパルス アイドリング回転時 点火波形

アクセル3胃
アクセル開放時 約0

入 アクセル踏込み時 丁電圧

0
0レンジの時 約0

0レンジ以外の時 8八丁丁電圧

〇3
0$レンジの時 約0

レンジ以外の時 電圧

インヒビタ
只

只レンジの時 約〇

力
測 只レンジ以外の時 電圧

？
？レンジの時 約0

只レンジ以外の時 3八丁丁電圧

レンジの時 約0
レンジ以外の時 3八丁丁電圧

ブレーキ3%
ブレーキ開放時 約0

ブレーキ踏込み時 8八1：丁電圧

厶/〇信号
入/〇コンブレッサ〇孖卩 約0

八/。コンブレッサ〇讨 8八丁丁電圧

^3作動信号
非作動時 丑八”電圧

八83作動時 0

㊉
レンジ（逆励磁） 6〜8

電磁クラッチ
走行レンジでアクセル開放（ドラッグ） 0.7〜2.0

0
F，Nレンジ（逆励磁） 6〜8

出
走行レンジでアクセル開放（ドラッグ） 約0

クラッチ信号
？ ^ ^レンジ 8八丁丁電圧

クラッチ通電時 約0.6〜0.7

05ソレノイド
レンジ 約0

力 〇5レンジ以外 8電圧

クラッチ温警報ランプ ランプ点灯時 約0
(0乙II丁了ランプ） ランプ消灯時 電圧

アイドルアップ要求信号
八83非作動時 約12

八65作動時 約〇
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日〇ソ丁——電子制御システムフェイルセーフ機能

フェイルセーフ機能

故障箇所 故障モード 故障時の制御 目的 車両挙動

スロットルセンサ系
ショートまたは断 
線

正常に戻るまで代用値を用いて制 
御

トランスミッシ
ョンの保護

特に変化なし

アクセル3貿系 (別表）
エンジン回転13501^1X1以上の時 
アクセル踏込みモードとする

走行不能防止 (別表）

走行レンジでクラ 

ッチ電流が流れて 
いるのに車速が入 

力されない

エンジン回転18501^111以上の時 
アグセル踏込みモードとする

惰行時のエンジ 
ンブレーキ確保

アクセル開放で惰 
行した時エンジン
回転1850『1)111未 
満になるまでクラ 
ッチ切れない

|クラッチ回路系 ショートまたは断 
線

正常に戻るまで逆励磁とする 丑(：1；破損防止
クラッチがつなが 
らない

インヒビタ3，

複数のレンジ5评 
が01^となった

アクセル開放、またはレンジ 
が0Nかつ車速12ヒ111/11未満 

の時はド.レンジ、それ以外は03 

レンジと判断する

走行不能防止、卜

ランスミッショ
ン保護

セレクトレバーが 
走イ了レンジにあっ 
てもドラッグ電流 
が流れない

極低速でギクシャ 
ク感大
アクセルに足をの 
せているとN->0 
にセレクトできな 

い（ギヤ鳴き）

〇3レンジの状態か 
ら無入力となった

他の3冒が01^するまで〇3レンジ 
とする

〇レンジの状態か 
ら無入力となった

アクセル踏込み、または、121^11)/11 
以上：他の3界が01^するまで0とす 

る。
アクセル開放、かつ、121^111/11未満： 
他の3界が01^するまでとする

尺レンジの状態か 

ら無入力となった
他の3珂が0Nするまでは？，レ 
ンジとする

レンジの状態 

から無入力となった

他の3珂が01^するまではXレ 
ンジを保持する

ギヤ鳴き防止 逆励磁：走行不可

ブレーキ3貿系
ブレーキ3玫が一 
度も変化しない

ブレーキ0Nと判断する エンスト防止 特に変化なし

く別表〉
アクセル3界系の故障モード、車両挙動

I アクセル3界

正常 01^のまま（開放） 〇ドドのまま（踏込）

I ス〇ツトル

センサ

正常 正常
検山可(エンジン回転135011皿以上で)

検出不可（クリープ）

異常 検出不可、スロットルセンサ系故障優先

注意 ，01^1のまま：ハーネスショート等も含む。
，0ドドのまま：ハーネス断線等も含む。
，検出不可の場合：トラブルコードは残らない。
-走行レンジに入れたままスロットルバルブを直接操作しないこと 〇
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E0V丁一一電子制御システムトラブルコードと故障履歴

圓トラブルコードと故障履歴

トラブル
コード

内 容 故障と判断する条件 推定故障部位.内容

17
レンジ5…系 

複数入力故障

-2つ以上のレンジ3…が同時に〇]^に 

なった

-レンジインジケータランプのヒューズ切 

れ

#ハーネスショート

21
スロットルセンサ

信号系故障

翁，センサ出力電圧が所定値を超えた。

，車速センサ系の故障でなく、かつ所定 

の走行パターンの繰返し中に、一度も 

スロットル開度が所定値をこえない。

署ハーネスの断線、ショート 

隹コネクタの接触不良、端子抜け 

鲁スロットルセンサ本体の作動不良 

^01 -丑〇1；、辽(:ン丁 - E^\]の故障

22
スロットルセンサ

電縣故障

1^スロットルセンサ電源電圧が所定値 

を下回った。
同 上

31 アクセル5…系

孀 アクセル開放（アクセルか 

つスロットル開度が15度以上でエン 

ジン回転数が1500115111を超えた。

但し、スロットルセンサ信号系、スロ 

ットルセンサ電源系が故障していな 

ぃこと。

，アクセル5评の不良 

#関連ハーネス断線、ショート

33 車速センサ系

魯
，発進モードで、エンジン回転数 

230011)111以上で車速ノ、。ルスの入力さ 

れない状態が積算で15秒間続いた。 

(ブレーキは開放であること。）

#関連ハーネス断線、ショート 

，車速センサ単体異常

34 クラッチ回路系
-レンジ位置に関係なく、クラッチ回路 

の断線、ショートを検出した。

，ブラシ〜スリップリング部ショート（異

物）

、づぅシ〜スリップリング部油もれ、水侵入 

による導通イ、良

-ブラシスプリング押付け力低下による接

触不良

-ブラシ折れ

#クラッチコイル内部断線、ショート 
#クラッチ回路ハーネス断線、ショート 

，ブラシホルダクネクタ、五〇〇コネクタの 

接触不良、端子抜け

36
アイドルアップ

要求信号

響アイドルアップ要求中に、エンジン回 

転数が所定回転数を積算して60秒間 

下回った0

-アイドルアップ要求信号系のハーネスシ

ョート、断線

-£01),ソレノイドコネクタの挿入不良、端

子接触不良、端子抜け 

-[^関連の信号系故障
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^0ソ丁——電子制御システムトラブルコードと故障履歴

1トラブル

コ-ド
内 容 故障と判断する条件 推定故障部位.内容

37 〇3ソレノイド系
…ノレノイド出力回路の断線、ショート 

を検出した。

9

，出力回路系ハーネスのショート、断線 

-五〇!；、ソレノイドコネクタの挿入不良、端 

子接触不良、端子抜け

拳ソレノイドの内部断線、ショート

45
ブレーキスイッチ 

系

#所足の条件下で、一度もブレーキスイ 
ッチが作動しない

#ブレーキスイッチ系のハーネスショート、

断線

-£011.スイッチコネクタの挿入不良、端子 

接触不良、端子抜け 

#スイッチ本体の作動不良

53 変速異常検出
車速とエンジン回転数の関係から推定 

して、変速異常状態を検出したとき

離シフトコントロールバルブの変速異常 

#クラッチトルクの低下 
春クラッチ回路系の故障

く参考〉

エンジン始動後も ランプが消灯しない時は、イグニッションパルス系の故障（丑(:VI用只〇11に入力されていない)

電磁クラッチ本体の故障は検出不能
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E^VT——電子制御システムサービスコードと制御作動履歴

臞サービスコードと制御作動履歴

1トラブル

コ-ド
内 容 制御の作動条件 点検部位

51
ストール時のクラ 

ッチ保護制御作動

-過酷な負荷条件下で、ストール状態を 

連続して行った。

蠢シフトコントロールノ《ルブの変速異常

-所定時間以上ストールを行った 

-坂道等でアクセル操作だけで停車した 

，車速センサー系の故障

52
クラツチ高温時の 

保護制御作動
クラッチ高温時の保護制御が作動した。

參シフトコントロールノ《ルブの変速異常 

-坂道等でアクセル操作だけで停車した 

拳過負荷での運転 

-車速センサー系の故障
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E〇VT 電子制御システムセレクトモニタ機能

国セレクトモニタ機食巨

ぐ機能概要〉

セレクトモニタ（略称： 351\〇は、下記内容の項目について測定することで電子制御系の故障診断に活用で衾

る 0

卩モード
入力、出力信号類のデータを直接表示し、基準値と比較することでセンサ、信号系統の 
断線、ショート、センサ類の特性異常が判別できる。

卩八モード 入力、出力信号の0贝/ 0卩卩と動作状態が3 3IV！の乙丑〇の点灯により判別できる 〇

卩6モード リードメモリのトラブルコードを数字と略称で表示する 〇

卩〇モード リードメモリ内のメモリコードをクリアできる 0

五〇マ丁モニタ（チヱッカ）は使用しないこと 〇

く ^モードン

ファンクションコード表不
1 ^ 入力，出力信号 

測定項目
表示内容

コ-ド〇. 略称

孖〇〇 年式表示 モニタ接続時、該当する年式を表示 |

卩03 卿 車速（1011/11) 丑〇17に入力されている車速を表示（1011表示）

卩04 エンジン回転数
ぢ011に入力されているエンジン回転数を表

示 1

ド05 I 00^ クラッチコイル指示電流（八） クラッチコイルへの出力指示電流を表示

ド06 1^10 変速比
エンジン回転数と車速から算出された変速比 
を表示（但し停止時は2.50を表示） |

¥07 I 0^08 クラッチコイル実電流（八） クラッチコイルに流れている実電流を表示

孖08 スロットルセンサ電源電圧
スロットルセンサへ供給されている電圧を表|

示 1

腳 スロットルセンサ信号電圧 スロットルセンサ開度を表わす電圧を表示
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日〇ソ丁——電子制御システムセレクトモニタ機能

ぐド八モードン

ファンクションコード表:^
1^：〇番号

点検項目内容 
信号名称

1^)0点灯条件
コードN0. 略称

ド八〇

FN 1 レンジスイッチ I5またはレンジ時点灯

只 2 只レンジスイッチ 只レンジ時点灯

〇 3 〇レンジスイッチ 〇レンジ時点灯

05 4 05レンジスイッチ 03レンジ時点灯

6 ブレーキスイッチ ブレーキ踏み込み時点灯

八〇 7 エアコン信号 エアコン作動時点灯

9 アクセルスイッチ アクセル開放時点灯

他 1 ^5作動信号 ^3作動時点灯（^5車）

卩八2

〇乙 1 クラッチ信号出力
エンジン回転時、アクセル開放、〇レンジセ
レクト時0.6秒後点灯（3¢：車）

30 2 〇5ソレノイド出力 「〇5レンジにセレクト時点灯

3 アイドルアップ要求出力 アイドルアップ時点灯（处3車）

ぐ四&ド(：モード〉

ファンクションコード表本
測定項目 表示内容

コード恥 略称

自己診断機能 メモリされた過去の故障箇所を表示

制御作動履歴読み出し クラッチ保護制御の作動履歴を表示

卩〇〇 一一 メモリクリア メモリされたコードを消去

1
トラブル 
コード 入カセンサ名称 略称

トラブル 
コード 入カセンサ名称 略称

17 レンジ5界系複数入力 36 アイドルアップ要求信号系 10^？

21 スロットルセンサ信号系 「籲「取 37 〇5ソレノイド系 0530乙

22 スロットルセンサ基準電源系 45 ブレーキスイッチ系 8孤

31 アクセル5界 八。〇 53 変速異常検出 〇05丁

33 車速センサ系 卿

34 クラッチ尼丨路系

(21,0
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圔構造，作動

フロントデファレンシャル取付ブラケットの形状を変更し、軽量化をはかった 0

^1^1 # 111〇1舄錄 111」

I 80 土 5〔8. 0 土 0.5〕

リアマウンティング 
ブフケッ

X 59±10 (5^9±1，0)

〔参考〕従来車

八断面

:涯議議纖，謙11^1議馨義着
-. :戀議，: ：.5麵昏:'一.

ぐ.議戀:'. 雲::.
，麵纖證

---------------------------------

，：.--， 隱議議麵謹雲議議1
，義麵:へ....…二....’.…. 一.‘'

：::.:：. 'ハ 111：:
+ ,，国…：..-，,パ，:.バペン ノ.. ，，'-
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